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いたい 4 泊 5 日で回る巡礼路ですが、これは裸足で、着替えとか食べ物とか燃料などを頭に乗せて移















































































































「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.10 別冊 シンポジウム・研究会 編 
 
48 
況がずっと、今でも続いています。私は雨期に川辺に座って数えてみましたら、3 時間ぐらいの間に、
人間＋牛＋蛇ということで 30 の死体が流れていきました。このように川はどんどん汚れているわけ
です。 
 おわりにということで、現代社会にインド精神文化が投げかける意味です。ガンジス川はなぜこん
なふうに汚されてしまったのか。バナーラスというインド最大の聖地と言われている場所でありなが
ら、なぜなのかと考えたとき、聖地というのを美化してしまっているからなのではないか。ここは非
常にいいところだと私たちは何の疑いもなしに暮らしているけれど、ここでの一番の排水はもちろん
工場排水です。工場排水が一番ひどいわけですが、そのほかの生活雑排も入り込んでいますから、自
分たちが気がつかなければそこは直せないのです。その直す手立てとは、当事者意識がなければ変わ
らない。では、その当事者意識はどうなのか。自分たちが汚してしまった。自分たちが崇めているが
ゆえに逆に見過ごしてしまった。そしてそれを自分たちがやろうとしたときには自分たちのカースト
制度の壁にぶち当たる。このように一つの場所でいろいろなことをするのは難しいなというのが私の
考えです。ガンジス川というものの重要性、そしてそこが今どういうことになっているのかという報
告を終わります。 
 
